
1 

 

（１）南区地域包括ケアシステム推進の経過 

①地域包括ケアシステムの理念                     

団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年を目途に、重度な要介護状態となっても住

み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、医療・

介護・予防・住まい・生活支援が一体的に提供される仕組みづくり。 

 

 

②推進体制                               

 

資料１ 
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③南区における地域包括ケアシステムのこれまでの経過                           

＜平成29年度＞ 

・H29年度から南区における推進会議を年 2回開催。 

＜令和元年度＞ 

・R 元年度、第２層と第３層の間に実務者による会議体（第 2.5 層）を位置づけ。

区内の関係課職員による会議を開催。 

＜令和２年度＞ 

・R２年 4月に「南区地域包括ケアシステム推進方針」を策定。 

・R2年 6月から推進方針を関係者に周知。 

・R2 年 9 月から介護予防分野（取組１）と医療介護連携分野（取組２）における

民間の関係機関参加による第2.5層実務者会議を開催（計13回）。 

 ・R3年 2月、医療介護に関する南区職員アンケートを実施。 

 ・R3年 3月、医療介護連携分野における第 2.5 層実務者会議にて、終末期医療に

関する区民への啓発を重点的に取り組むことを共有。 

＜令和３年度＞ 

 ・R3年 10月、医療介護連携分野における第2.5 層実務者会議を「みな
※ 1

まる会議」

（以下「みなまる会議」という。）と命名し、ロゴを作成。 

※1：「南区がまるっとひとつにまとまるように」との思いを込めて、「みなまる会議」

と命名。 

 

                 （作成したロゴ） 

・R3 年 11 月、「人生
※ 2

会議」について分かりやすく伝えるため、また「在宅医療」

についてより多くの区民の方に知ってもらうため、みなまる会議メンバーを中心

としてリーフレットを作成。 

※2：人生の最期に受けたい医療について、自身の考えや希望を見つめ直してもらい、

大切な人と話し合ってもらうこと。 
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・R3年 11月 28日、みなまる会議メンバーを中心として、イベント「第１回南区

人生
※ 3

会議の日」を開催。 

※3：「在宅医療」や終末期医療に伴う「人生会議」の大切さ、「メッセージノート」に

ついて知っていただくことを目的に開催。 

・R3年 9月に「熊本銀行」で開催したセミナーを皮切りに、R4年 3月までに、

計５回の「人生会議セミナー」を開催。 

  ※詳細は、次ページ『令和３年度「人生会議セミナー」アンケート結果報告』を参照 

 



熊本市 南区地域包括ケアシステム推進会議
令和３年度 「人生会議セミナー」アンケート結果報告

【南区 福祉課】

１．講 師 ❑ 医療法人相生会 にしくまもと病院 名誉院⾧ 林 茂 先生
２．開催日時等 （セミナー名） (参加者)（回答者）(回答率)
 （1）令和３年 ９月 ２日（木） ❑ 熊本銀行セミナー 57名 47名 82.5%
 （2）令和３年10月13日（水） ❑ 富合校区民生児童委員協議会定例会 20名 18名 90.0%
 （3）令和３年11月28日（日） ❑ 第１回 南区人生会議の日 171名 124名 72.5%
 （4）令和４年 １月12日（水）  ❑ 富合校区自治会⾧会 25名 22名 88.0%
 （5）令和４年 ３月25日（金） ❑ 南部在宅福祉センター 33名 33名 100.0%

計 306名 244名 79.7%

【問１】あなたの性別をお答えください。
①男性 90
②女性 152
③回答しない 2
 計 244

【問２】あなたの年齢（年代）をお答えください。
①１０代 1
②２０代 20
③３０代 18
④４０代 20
⑤５０代 20
⑥６０代 66
⑦７０代 79
⑧８０代以上 20
⑨回答しない 0
 計 244

【問３】あなたの同居家族についてお答えください。
①単身（一人暮らし） 28
②１世代（夫婦のみ等） 81
③２世代（本人又は本人夫婦と子供） 68
④２世代（本人又は本人夫婦と親） 25
⑤３世代（親・子・孫等） 28
⑥その他 14
 計 244

①男性
37%

②女性
62%

③回答しない
1%

１ 性別

①１０代

1%

②２０代
8%

③３０代
8%

④４０代

8%

⑤５０代
8%

⑥６０代
27%

⑦７０代
32%

⑧８０代以上
8%

２ 年齢（年代）

①単身（一人暮らし）
12%

②１世代（夫婦のみ等）

33%

③２世代（本人又は本

人夫婦と子供）
28%

④２世代（本人又

は本人夫婦と親）
10%

⑤３世代（親・子・孫等）
11%

⑥その他
6%

３ 同居家族
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【問４】本日のセミナーを聞いて、内容は理解できましたか?
①理解できた 189
②まあまあ理解できた 51
③あまり理解できなかった 1
④理解できなかった 1
⑤無回答 2
 計 244

ؙ○問４で、「①理解できた」「②まあまあ理解できた」を選んだ理由は何ですか? ※（ ）内は件数。
〔内容について〕

・先生の体験を踏まえながらのお話で分かりやすかった。（13）
・具体的事例を挙げてのお話で分かりやすかった。（７）
・分かりやすかった。（６）
・とても分かりやすかった。実父の例と重なった。

・説明が分かりやすかった。（５）
・資料が分かりやすかった。（６）
・丁寧な説明だった。
・スクリーンを見ながら良く理解できた。
・詳しく良く理解できた。
・両親も高齢となり先生の話が自分のことのように分かりやすかったため。
・林先生の体験談を通してのものがあり、リアリティを感じた。寸劇も分かりやすかった。
・寸劇の内容が分かりやすく理解できた。（３）
・講演だけではなく劇もあったので、イメージがつきやすかった。
・素晴らしい講演会、寸劇だった。
・以前から興味があることで少しは学んでいたつもり。寸劇がとても分かりやすかった。

〔家族等との関わりを通して〕
・自分自身の家族をイメージして考えることができたので理解しやすかった。
・自分の身近に同じような経験をした人がいたから。
・最近親族で不幸があり、話がすんなり入ってきた
・一昨年他界した父のことを思い出し重ねて聞かせてもらった。
・祖父母の延命の時を思い出したから。
・父を自宅で看取った。
・主人を看取り。
・親３人の世話をしたので。
・両親の姿を見てきたから。
・義理の両親を病院ではあったが、延命治療は希望せず静かに最期を迎えることができた。

〔意志を残しておくことについて〕
・延命治療をするかを確認しておくことは重要なことであることに気づきました。
・人生の最後の看取りの大切さが感じられた。書面で残すことの大切さが分かった。
・自分で飲食できなくなった時自分と家族の思いの違いがあることが分かったから。
・最終段階の医療について、当人と家族での希望医療処置にギャップがあることが分かった。
・自分の意志を残しておいた方が良いと思った。

・母が亡くなった時は、亡くなる前に話しあったが、父の時は話せなかった。父はどうしたかったのか、今
 でも思う。具体的で大変分かりやすかった。

・突然の時の治療がどのようなものか、治療をしたらどうなるか。実際の経験をもとに話されていて良く分
 かった。

①理解できた
78%

②まあまあ理解できた

21%

③あまり理解でき

なかった
0%

④理解できなかった

0% ⑤無回答
1%

４ 内容は理解できたか？
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・自分自身の身に万が一があった時に備える必要性を感じました。
・自分のため、家族のためにも必要と考える
・自分の想いが大切であり、家族に理解してもらうことの重要性。
・本人の意見を事前に家族間で共有する大切さが理解できた
・最期の時を迎える時に自分の意志を表明しておくことで、家族に負担（気持ち的な）をかけなくて済む。
・家族が混乱しない様に、考えを皆と話し合うため。
・本人の気持ちと周りの想いを話し合って、一つにしておくこと。

〔人生会議について〕
・大切さがわかった。
・必要性・重要性が理解できた。
・初めて知ったのでとてもためになった。早速自分でも考えてみたい。
・親のこと、自分のことを考えたいと思った。
・あまり考えたことがなかったので少し理解できた。
・死がイメージできた。
・人生会議の内容について興味を持った。
・今まで人生会議のことは考えなかった。（２）

〔終活（メッセージノート）について〕
・子供と話して書いている。
・以前から家族で話し合っている（２）
・近年になって人生の終わり方を考えている。
・終活を考えているところだったので良く分かった。
・以前から（家族の入院、死に直面した時）考えていた。

・経験もあり、先生のお話に近いこともやってきた
・自分の身のことに近く興味がありました。
・終活に向けた取り組み方法にはいろいろあると感じ取ることができた（２）
・興味（関心）があり、自分の最後をどのように迎えるか、どう過ごすか考えてみたいと思う。
・最期を向かえる意味でとても大切なことだと思った。

〔その他〕
・今まで深く考えていませんでしたが、家族と話す場を設けたい。
・看護師です。理解できます。何人の方を見ていても苦しい思いをしました。
・自身の最後について、年を重ねるにつれて考え方も変わると思う。
・これからの人生を考えることが多くなった。
・初めて聞いたがとても分かりやすく楽しく学べた。
・人生会議について今まで考えることがなかったが、人生の最期について考えるきっかけになった。（２）
・講演は、２回目聞かせていただきました。
・在宅医療を実際に受けた経験があるため。
・在宅医療と介護というのが分かった。
・理解はできたが、今まで考えたことがなかったので、、まだピントこない。
・100％記憶に残ったかとは思えない
・大変勉強になりました。ありがとうございました。
・実母と三世代同居しているため。

ؙ○問４で、「③あまり理解できなかった」「④理解できなかった」を選んだ理由は何ですか?
＜回答なし＞

・実母が実際書いているから。（ただ、胃ろうとかそこまで詳しくないが）何もしてほしくないと書いてい
 る。
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【問５】本日のセミナーを聞いて、ご自身の「人生の最期の迎え方」について考える機会となりましたか?
①機会となった 220
②機会とならなかった 1
③どちらでもない 8
④無回答 15
 計 244

ؙ○問５で、「①機会となった」を選んだ理由は何ですか? ※（ ）内は件数。
〔セミナーに参加して〕

・人生の最期を考えるきっかけがなかなか今までなかった。良いきっかけになった。（６）
・医療現場で起きていることを聞くことができたので考える機会となった。
・改めて考えるきっかけになった。（３）
・これまでなんとなく考えていたが、実際記入することで自分の意志を確認できた。（２）
・あまり考えていなかったが、本日参加して考える機会となった。（２）
・人生会議をしてみようと思った。

・本日のセミナーを聞いて、全然今まで考えたことがなかったので、大変勉強になりました。
・いつも考える機会をいただき、ありがとうございます。

〔家族等に対して〕
・家族（夫や妻、子供たち）と話し合いたいと思います。（6）
・時々、話をしているが、いざとなった時にしっかり伝えておきたいと思う。
・意思表示ができなくなったら、家族が困ったりすることがあることが分かったから。
・自分の最期の時の対応を妻・子に知らせたいと思ったから。
・自分の想いと家族の思いをそれぞれ確認する必要があると感じたため。
・95歳の父と同居しているためよく話し合う必要があると思った。
・自分と家族の為に書き残しや方向性を考える必要があると思うから。
・子供たちに負担にならぬよう、迷惑かけないようする為、良い話でした。
・子供たちに伝えなくてはと思った。
・親の最期も確認が必要ですが、自分自身のことも決めておくことも必要である。
・やはり歳は関係なく話しておく必要があると感じた。
・介護や相続について身近に感じることが多いから。

〔その他〕

・真剣に考えてみたいと思った。
・去年の9月に98歳の母を病院で亡くした。すべての延命治療を拒否しての判断だった。
・重要性を感じた。
・家族で経験したから。
・本当に必要なことだと思う。（２）
・身近に感じ、考える参考になった。
・話を聞いてよかった。
・林先生の実例を挙げて講演があり良かった。
・何度か聞いたが、新たに自覚した。

・50歳になった時、エンディングノートも記載し遺産相続などについても、子供、各々の連れ合いも参加し
 話をしました。70歳、80歳、90歳で、自分自身の認病度、身体状況を考慮し家庭内で話し合っていこう
 と思います。

・今のところ、健康なので考えたことがなかったが、実母も８９歳と高齢で考えておくことが大事だと思い
 ました。

①機会となった
90%

②機会となら

なかった

1%

③どちらでもない
3%

④無回答

6%

５ 考える機会となったか？
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・70歳を過ぎて、いつも考えている課題なので更に理解できた。
・一人暮らしで不安だった。
・介護の仕事をしているし、一人暮らしのため。
・どうしたいか明確にしておきたい。
・早いうちから考えておくことが大切だと思った
・自分で決めるのは大事だと思った。
・最期について考える意識を持つことが大事と思ったから。
・興味（関心）があり、自分の最後をどのように迎えるか、どう過ごすか考えてみたいと思う。
・人生の最期がいつくるか分からないし、それに事前に備えることが大事だと思いました。
・昨年9月に母を97歳で看取り満足したであろう母をみてて、考える。
・考える機会となったが、まだ具体的に自分のことは考えにくい。
・できるだけ⾧生きしたいと思っていたが、実際考えてみるとそこまでではないと感じたから。

ؙ○問５で、「②機会とならなかった」を選んだ理由は何ですか?
＜回答なし＞

ؙ○問５で、「③どちらでもない」を選んだ理由は何ですか?
・現実的に少し早い気がした。
・まだ想像つかないから。

【問６】これを機に、ご自身の治療の希望や最期の迎え方に対する想いを家族と話してみようと思いますか?※（ ）内は件数。
①思う 191
②思わない 5
③どちらでもない 33
④無回答 15
 計 244

ؙ○問６で、「①思う」を選んだ理由は何ですか?
・家族が困らない（心配かけない）ようにするため。（6）
・その時になったら家族が大変。
・既に話しをしてある。（2）
・治療方法などを選択する際に聞いておくと決めやすくなるかもしれないから。
・今まで話したことがなかったから。（２）

〔家族のために〕
・自分の想いを伝えたい。（3）
・いつも笑いながら話している。
・妻と子に最期の迎え方を伝えたい。
・数年前から妻と話し合っている。延命治療をしないと。
・分かるうちに気持ちを伝えたい。
・話しておくことは重要だと思った。
・帰宅して話し合います。
・話し合いが大切と思ったから。

・「何もしない」のは、本音を言えば少し抵抗がありました。何もしない→平穏に亡くなられるのか疑問に
 思った。

①思う
78%

②思わない
2%

③どちらでもない
14%

④無回答
6%

６ 家族と話してみようと思うか？
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・娘が県外のため、帰省したら話したいと思う。
・尊厳死に対して、家族皆で話し合わないと、と思いました。
・70歳、75歳、80歳、85歳というように家族で話し合いたいと思います。

〔意志を尊重するため〕
・お互いの意志を尊重したいから。
・家族の意志を確認しておくのは大切だと思った。
・本人の希望とおりの医療を受けた方が良いと思うため。
・相手の希望は聞かないと分からないので。
・自分の意向が家族にとって迷惑だと嫌なので。
・自分を看取るのは家族なため。
・家族や周りが延命させたいと思っても本人が必ずそうとは限らないため。
・大切と思うから家族と本人んの想いを一緒にするため、まずは本日誕生日の母と今日話してみる。
・最後、希望通りになるように。（２）

〔その他〕
・思ってはいるがなかなかできない。（２）
・いつそのような状況になるか分からない。（２）
・既に10数年前から実行している。
・セミナーを聞いて改めて大切だが分かったから。
・親が年齢的にかかるので。
・80代の母と同居しているため。
・現在はそれなりに健康でいても…。考える時期です
・今現在は元気にしていますが、家族で話し合いの機会を作りたい。
・まだ重篤な病気になっておらず一人息子なので、必要になると思う。
・これ以上元気にはならないと思うので。

ؙ○問６で、「②思わない」を選んだ理由は何ですか?
・まだ元気だし、実感がわかない。
・話し合うのは難しい。
・一人暮らしのため。

ؙ○問６で、「③どちらでもない」を選んだ理由は何ですか?
・自分自身が元気なため考えていない。
・タイミングを見ながら少しずつ話しをしていこうと思う。
・まだこれから考えたい。施設に母が入所しているので。

【問７】熊本市が作成しているメッセージノートを知っていましたか?
①知っていた 80
②少し知っていた 20
③知らなかった 129
④無回答 15
 計 244 ①知っていた

33%

②少し知っていた
8%

③知らなかった
53%

④無回答

6%

7 メッセージノートを知っていたか？
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【問８】『「人生の最終段階」に受けたい医療（私の想い）』を書いてみていかがでしたか?
①書くことができた 97
②途中まで書くことができた 79
③書けなかった 31
④その他 16
⑤無回答 21
 計 244

ؙ○問８で、「①書くことができた」を選んだ理由は何ですか? ※（ ）内は件数。
・大まかには以前から決めていた。（４）
・遺言書の中に落とし込んでいる。
・いつも思っていることなので。
・エンディングノートを書いたことがあるから。
・希望は以前からあったので記入できた。
・説明が分かりやすかったので。
・文字にすることで、自分でも確認する事が出来た。
・気持ちの整理ができたと思う。
・考えたこともないことだったので、自分の意志を残しておくのはいいことだと思った。
・今の時点での人生の最終段階に受けたい対応が想像できた。
・自分の想いを伝えたい。（２）
・自分の考えを家族に尊重してもらう契機になりました。
・無理に延命治療する必要もないことを学んだ。
・以前から延命治療について疑問があった。
・80歳色々考えておかないといけないなと思いました。
・いつ最終段階とするのかが難しい。
・普通に生活している現時点では、難しいところがあった。

ؙ○問８で、「②途中まで書くことができた」または「③書けなかった」を選んだ理由は何ですか?
・具体的に考えることができなかったから。
・自分の死についての準備ができていない
・人生の最終段階なんて思ったこともなかったので、正直まだわからない。
・自分でもどうしたいかまだ分からない。
・初めてでどうするか?などまだ気持ちが定まらない。
・気持ちの整理に少し時間が必要。
・まだ今の段階で決めるには難しかったため。（２）
・まだ自分自身がその時を真剣に考えていない。
・具体的に想定が追い付かない部分があったから。
・年齢的にまだ決められない部分があった。
・難しくて途中でやめた。
・じっくり考えたい。
・家族とも一緒に話してみたい。（２）
・配偶者と一緒に書きたい。
・かかりつけ医がいない。
・かかりつけ医を確認していない。
・最期の場所は不透明。
・色んな処置についてイメージできなかった。（２）
・独身なので身の振り方が分からない。
・時間が足りなかった。

①書くことができた
40%

②途中まで書く

ことができた
32%

③書けなかった
13%

④その他
6%

⑤無回答

9%

８ 書くことができたか？
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ؙ○問８で、「③その他」を選んだ理由は何ですか?
・まだ書いていない。
・メッセージノートは、祖母にわたしました。

【問９】ご自身の意志を書き残すことについて、大切なことだと思いますか?
①思う 218
②思わない 2
③どちらでもない 8
⑤無回答 16
 計 244

ؙ○問９で、「①思う」を選んだ理由は何ですか? ※（ ）内は件数。
・家族（子供たち）に迷惑（負担）をかけないように。（13）
・自分の意志を伝えることができる。（5）
・残されたものへのメッセージ（最期のわがままと優しさ、感謝、思いやり）ともなる。（３）
・残された人にとって大変大切なこと。（２）
・考えを伝えやすい。自分の気持ちを素直に理解してもらい、残った家族がもめ事がない様に祈る為。
・悩んでいる家族にとっても必要だと思う。
・家族は必ず迷うはず。
・家族の負担を減らすことができると思う。
・母が口頭ででも意思を残してくれて家族としては助かったから。
・残された人がどう動いて良いか分かるから。
・残された家族の身になって感じました。
・子ども達が遠方なので、困らないようにしたい。
・妻と子に伝えたい。
・本人と家族の思いは異なると思うから。（２）
・自分自身の想い（人生）を少しでも理解してほしいから。
・自分の意志とおりにしてほしいだけでなく、家族が知っていることがより大事なこと。
・希望する処置を家族に知らせる必要があるから。
・自分でこうしたいと思っていても実際に書き残しておかないと残された家族に想いが伝わらないから。
・自分が望む最期を家族と共有できるから。
・意識がなくなった時、残された人たちの判断材料になるから。
・意識がなくなれば希望を伝えられない。
・自分の人生は自分で決めて終えたい。
・最期をどのように過ごしたいと希望があるため。
・望まない延命はいらないから。
・意志を残せるうちに伝えておくべきだと感じたから。
・自分の考えを表示しておくことは大事。
・自分の人生だから。
・自分自身の気持ちを的確に伝えるために書き残すことが必要だと思った。
・家族と揉めないように。
・他の人にもわかるから。
・常日頃より話し合いが大事ということが実感できました。

①思う

89%

②思わない
1%

③どちらでもない
3% ⑤無回答

7%

９ 大切なことだと思うか？
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・死を考えるいい機会だから。
・突然に病気や事故にあい、意思伝達できなくなる状況もあるため。
・生が輝くから。

ؙ○問９で、「③どちらでもない」を選んだ理由は何ですか?
・分からない。

【問１０】今後メッセージノートを使ってみようと思いますか?
①思う 197
②思わない 1
③どちらでもない 29
⑤無回答 17
 計 244

ؙ○問１０で、「①思う」を選んだ理由は何ですか? ※（ ）内は件数。
・家族に自分の意志を伝えることができるから。（４）
・遺言書の中に落とし込んでいる。
・書いている。
・一度使用している。
・3年ほど前に少し記入したが、また変えることもあり。
・家族に自分がどうしたいのか伝えておく必要性を感じた。（２）
・家族が悩まない（揉めない）ようにしておきたいから。（２）
・子ども達が安心する。
・自分の想いを伝えたい。（２）
・今の自分の気持ちを残すことから始めようと思います。
・自分の想いを正確に伝えるため。
・家族に迷惑をかけないためにも活用したいと思う。
・細かく記入できるので残された家族も分かりやすいと思う。
・書面で残すことが大事だと思うから。
・形式に制限されるところはあるが、まずは書き残すことが大事。
・書いておくことはとても大事と思った。（２）
・形として残しやすいのはメッセージノートだと感じたため。
・自分の気持ちを決めておくことは必要。
・自分を見つめなおすため。
・夫の意志を確認したい。
・きっかけになれば。
・家族で話し合うきっかけにしたいから。
・人生を振り返られる、考えるきっかけとなるから。
・元々エンディングノートにも興味を持っており、メッセ―ジノート必要性も感じたため。
・エンディングノートを共に活用したい
・話す事が出来ない時（とつぜん来るかもしれない）は見てもらえる。
・まだ実感がわかない。
・まずは母に勧めてみようと思う。

①思う
81%

②思わない
0%

③どちらでもない
12%

⑤無回答
7%

１０ 使ってみようと思うか？
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・仕事でも使っていきたい。
・すごく参考になったため。
・ずっと残していきたい。
・家族みんなで使っていきたい。
・配偶者との目線合わせ。
・自分の気持ちが変わるかもしれない。
・勉強になりました。

ؙ○問１０で、「③どちらでもない」を選んだ理由は何ですか?
・分からない。
・まだ、年齢的に終点迄に時間があると思うので本気になれない。
・まだピンとこない。
・今は思わない。
・今すぐには考えられないから。
・自分の体のため。

【問１１】人生の最期をどこで迎えたいと思いますか?
①自宅 100
②病院などの医療機関 28
③介護保険施設 6
④高齢者施設 14
⑤自宅、病院などの医療機関 2
⑥自宅、高齢者施設 2
⑦介護施設、高齢者施設 1
⑧考えたことがない 30
⑨わからない 51
⑩無回答 12
 計 246
※一部複数回答あり。

①自宅
41%

②病院などの医療機関
11%

③介護保険施設
2%

④高齢者施設
6%

⑤自宅、病院などの医療機関
1%

⑥自宅、高齢者施設

1%

⑦介護施設、高齢者施設
0%

⑧考えたことがない
12%

⑨わからない

21%

⑩無回答
5%

１１ 「最期をどこで迎えたいか？
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【問１２】「人生会議」について知っていましたか?
①知っていた 45
②少し知っていた 47
③知らなかった 142
④無回答 10
 計 244

【問１３】「地域包括ケアシステム」について知っていますか?
①知っている 103
②少し知っている 52
③知らない 70
④無回答 19
 計 244

①知っていた
19%

②少し知っていた
19%

③知らなかった
58%

④無回答
4%

１２ 「人生会議」を知っていたか？

①知っている
42%

②少し知っている
21%

③知らない
29%

④無回答
8%

１３ 「地域包括システム」を知っているか？
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